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（1） 第78号 2016年３月４日市 Ｐ 連 だ よ り
　

平
成
27
年
度
の
市
Ｐ
連
で
は
今
年
も

専
門
部
毎
の
学
習
会
・
情
報
交
換
会
、

甲
府
市
へ
の
要
望
書
提
出
、全
体
研
修

会
の
実
施
、市
Ｐ
連
だ
よ
り
の
発
行
と

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て

文
部
科
学
省
の
奨
め
て
い
る「
土
曜
学

習
」を
行
い
ま
し
た
。県
内
初
と
い
う

こ
と
で
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。文

科
省
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
皆
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で「
マ
ン
パ
ワ
ー
の
素
晴
ら

し
さ
」「
つ
な
が
る
」と
い
う
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ

て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
様
々

な
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

つ
な
が
り
を
実
感
。

石
　
原
　
初
　
江

会
　
長

（
玉
諸
小
）

http://www.ptakofu.org

甲
府
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

★
ゲ
ー
ム
や
S
N
S
等
の
利
用
は

　
で
き
る
だ
け
控
え
、
夜
9
時
以

　
降
は
利
用
し
ま
せ
ん
。 

★
食
卓
に
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
を

　
持
ち
込
み
ま
せ
ん
。 

★
ネ
ッ
ト
上
に
、
人
の
悪
口
を
書

　
き
込
み
ま
せ
ん
。

★
ネ
ッ
ト
上
に
、
自
分
や
人
の
個

　
人
情
報
（
画
像
や
動
画
を
含
む
）

　
を
書
き
込
み
ま
せ
ん
。 

★
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
を
使
わ
な

　
い
人
、
返
信
が
な
い
人
を
仲
間

　
は
ず
れ
に
し
ま
せ
ん
。

わが家の基本ルール。
作っていますか？

SNSに関するアンケートを実施SNSに関するアンケートを実施
企画調査委員会SNSアンケート結果

企画調査委員会　委員長　樋口　仁（国母小）

 1 子どもにケータイ・スマホを持たせていますか？

2 昨年度山梨県ＰＴＡ協議会と教育団体で携帯電話の
　 基本ルールについてのお便りを配布しましたがそれ
　 について知っていますか？

中学生 小学生

中学生 小学生

中学生 小学生

3 基本ルールの取り組みをしてますか？

①ゲームやＳＮＳ等の利用はできるだけ
　控え、夜9時以降は利用しません。 中学生 小学生

中学生 小学生 中学生 小学生

中学生 小学生

 ②食卓にケータイ・スマホを
　持ち込みません。

③ ネット上に、人の悪口を
　書き込みません。

 ④ネット上に、自分や人の個人情報
　(画像や動画を含む)を書き込みません。

⑤ケータイ・スマホを使わない人、返信が
　ない人を仲間はずれにしません。

ＳＮＳの利用については、小さい頃（持たせる前）
からの家庭教育が必要だと思います。（小学生保護者）

正しく安全な利用方法をこれからも子供に伝え
たり一緒に考えたりしていきたい。（小学生保護者）

SNSも上手に使っていれば問題ないと思うので、
特に取り組みはしていない。子どもに制限もしていませんが、どんな使い方をしているか
知っていることが重要だと思います。（中学生保護者）

　SNS(ソーシャルネットワークサービス)の普及は急速に進み、スマートフォンなどの情報ツールは現代を生きてゆく上で
情報伝達や作業の効率化などとてもすばらしいツールです。
　しかし、ルールやモラルなど使い手の使用の仕方によっては大変危険なものになります。
　企画調査委員会では今年度、SNSの甲府市内の小中学校の現状把握と学校や保護者からの意見を集約し、調査しました。

　親としてスマートフォンを持たせる時にインターネットへの情報の漏洩
等の危険性を理解した上で各家庭でのルールづくり等やモラルの徹底を行
い、子供たちと一緒に学んでゆきましょう。
　アンケートでは貴重なご意見を保護者の方からたくさん頂きました。   
たくさんのご意見のため紙面の都合で掲載できませんので、詳しくは甲府
市小中学校PTA連合会ホームページよりご覧下さい。

市P連では次のルールをおすすめします。
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寄せられたご意見の一部を紹介します。
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平
成
27
年
度
の
全
体
研
修
会
は
「
郷
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
メ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
2
9
1
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま

し
た
。　

　

今
年
度
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を『
つ
な
が
る
』と
し
、「
ひ
と
」「
も
の
」

「
こ
と
」の
つ
な
が
り
の
中
で
、子
ど
も
の
未
来
を
拓
く
た
め
に
、

今
、P
T
A
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、取
り
組
ん
で
い
く

事
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、講
師
に
長
谷
川
幸
介
先
生
、ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
外
岡
仁
先
生
を
お
迎
え
し
、『
三
つ
の「
つ
な
が
る
」 ・ 

「
つ
な
が
る
」は
人
間
の
幸
せ
戦
略
』と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は「
自
己
肯
定
力
、学
力
、社
会
力
を
育

て
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
、子
ど
も
に
関
わ
り
な
が

ら
成
長
し
て
い
け
る
地
域
社
会
・
学
校
・
家
庭
と
な
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」 「
人
は
独
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。 

未
熟
で
産
ま

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、言
葉
で
聞
い
て
納
得
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

心
が
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
で
し
た
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

　

第
三
回
母
親
委
員
会
は
山
梨

県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
少

年
・
女
性
安
全
対
策
課 

少
年
対

策
官 

岡
林
健
児
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
て『
近
年
の
県
内

に
お
け
る
少
年
犯
罪
傾
向
』に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

実
際
の
現
場
で
の
お
話
を
分

か
り
易
く
丁
寧
に
講
演
し
て
頂

き
、非
常
に
有
意
義
な
学
習
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
（
水
）
、
甲
府

市
教
育
委
員
会
長
谷
川
教
育

長
宛
に
「
学
校
給
食
に
つ
い

て
の
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

１
月
28
日
（
木
）
付
け
で

甲
府
市
教
育
委
員
会
よ
り
要

望
書
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
掲

載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
Ｐ

連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
要
望
事
項
の
詳
細
・
回
答
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

学
校
給
食
費
徴
収
方
法
を
現
行
の
学
校
に
よ
る
徴
収

か
ら
、行
政
に
よ
る
徴
収
へ
変
更
し
て
下
さ
い
。

先
生
方
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
、徴
収
率
を
上
昇
さ

せ
、よ
り
良
い
給
食
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
ご
検
討
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、ま

ず
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
し
て
最
も
多
い
卵
製
品
に
つ
い

て
、除
去
対
応
を
し
た
給
食
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
安
全
な
食
材
の
使
用
と
と
も
に
、更
な
る
地
産

地
消
の
拡
大
の
為
、市
場
関
係
者
・
生
産
者
と
の
懇
談

の
機
会
を
作
り
、意
見
を
活
か
し
た
上
で
地
産
地
消
の

一
層
の
推
進
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

１２３

今
、P
T
A
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か…

学
校
給
食
に
つ
い
て
の

　
　
　
要
望
書
を
提
出

学
校
給
食
に
つ
い
て
の

　
　
　
要
望
書
を
提
出

少年犯罪の傾向を学ぶ

市
P
連 

全
体
研
修
会
を
開
催

教
育
研
修
部　

部
長　

池　

谷　
　

愛（
北
中
）

開
催
日
　
平
成
27
年
10
月
10
日（
土
）／
会
　
場
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館 

芸
術
ホ
ー
ル

第３回 母親委員会を開催
開催日：平成27年9月26日（土）　会場：山梨県男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）・中研修室

情報活動部　運営委員校
・東ブロック　…　善誘館小・玉諸小
・西ブロック　…　貢川小・西中・富竹中
・南ブロック　…　山城小・大里小・東小・中道北小

上条中
・北ブロック　…　附属小・北中

市Ｐ連副会長　当番校
・東ブロック　…　玉諸小
・西ブロック　…　石田小
・南ブロック　…　城南中・上条中
・北ブロック　…　北新小

教育研修部　運営委員校
・東ブロック　…　新紺屋小・甲運小・相川小・北東中
・西ブロック　…　池田小・石田小
・南ブロック　…　大国小・城南中・伊勢小・中道南小
・北ブロック　…　朝日小・羽黒小・附属中

平成28年度の当番校・運営委員校

講師の長谷川幸介先生（写真
右）と

　　ゲストスピーカーの外岡
仁先生（写真左）

要
望
事
項

　教育研修部では文部科学省が推奨する土曜学習を8つの企業、団体の参加協
力のもと、7つのブースで開催し、子どもと大人合わせて178名が体験や学習を
しました。
　講話や実技や工作もあり親子で様々な学習をし、とても楽しい部会になりま
した。

７つのブースで体験 ～土曜学習～
開催日：平成27年12月5日(土)　会場：甲府市総合市民会館  山の都アリーナ

第3回 教育研修部会を開催

スマホ教室

魚の学校 知るぽると

DeNA(株式会社ディー・エヌ・エー)様

スマホの危険性や使い方等について実
際にスマートフォン操作しながら親子
で学習しました。

株式会社 昇公様

教材を使いアジの開き方や青魚の栄養
についてぬいぐるみのカツオを使い解
体や部位の説明、カードを使用して学
習をしました。お魚への興味が湧く内
容でした。

印伝と印章
天野製作所様
桃千本舗  一級彫刻技能士  渡辺直人様
甲州(山梨県)の伝統工芸である印伝と
印章について歴史や由来などを学びま
した。高学年の子どもは、渡辺様にご指
導いただき干支のハンコを彫りまし
た。低学年の子どもは、ハンコケースを
作りました。

消防コーナー
甲府地区広域行政事務組合消防本部

実際にAEDを使用して人形を使い人工
呼吸を教えていただき救命について学
習しました。着装体験では石原会長も
着装させていただきました。

防災コーナー
甲府市企画部危機管理室防災課様
消防設備事業組合様

防災グッズを展示していただき避難
袋・組み立てトイレ、避難食の説明や
必要性、防災について学習しました。

ゴミ減らし隊
甲府市環境センター環境部減量課様

甲府市環境センター減量課のゴミ減らし隊が行
うゴミ減量のお話と紙パックを使った紙トン
ボ、不用になった保冷剤を使った芳香剤を製作
しました。リサイクル自転車の整備過程の写真
や説明と実際の自転車の展示もありました。

山梨県金融広報委員会様
日本銀行甲府支店様

暮らしに身近なお金に関する知識・情
報を学びました。低学年の子どもは、貯
金箱作成やクイズ等。高学年の子ども
は、引換の鑑定や偽造防止技術の確認
等。全員で一億円の重さ体験やお札の
数え方も教えていただきました。

母
親
委
員
会

委
員
長　

碇　
　

美　

和（
城
南
中
）

※今後の単Ｐ活動に役立てていただきたいと思います。【学校（PTA）での開催可能です。】
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市P連『小・中学生総合保障制度』
導入２年目を迎えました。

市P連では昨年から「小中学生総合保障制度」を導入し、初年度1,428名の加入をいただきました。
本年は団体割引が拡大し（10％⇒15％）補償内容がUPしています。
この制度は、子どもが加害者になる事態に備えることを主眼に置き、想定されるさまざまなリスクを総合的に補
償する制度です。
『総合保障制度』の内容について
１.『個人賠償責任保険』　
　　自転車事故を含めた日常生活中に誤って他人にケガをさせたり、他人のモノを壊してしまって損害賠償を
　　負った場合の補償です。（この補償はお子様だけでなく同居のご家族も対象となります。）昨年は4件のお支
　　払いがありました。幸い高額賠償事故は発生しておりませんが加害事故は金銭も含め対策が必要です。
２.『ケガの補償』
　　学校管理下・管理下外（私生活）を問わずに24時間補償で、さらに自転車事故でケガをした際には補償を厚く
　　しています。
３.『育英費用補償』
　　扶養者の方が事故で万が一なくなった場合に一時金をお支払いします。

『総合保障制度』お支払いの内容について
　　①スポーツ中　②自転車搭乗中　③歩行中の事故が支払い件数の60％を占めています。また高学年になる
　　ほど行動範囲が広がり、事故の頻度が高くなる傾向にあります。
　　ご加入を希望される方は3月から4月上旬に学校を通して
　　配布される募集パンフレットを参照の上、手続きをしてい
　　ただくようお願いいたします。
　　その他の補償内容や付帯されるサービスについては3月に
　　配布されるパンフレットを参照ください。

注1）昨年の申し込みいただいた方は自動継続となりますので
　　お申し込みの必要はありません。
　　（新中学生は新規のお申し込みが必要となります。）
注2）パンフレット送付希望、制度に関する件は下記へお問い合
　　わせください。

自転車事故による賠償事故例

9,521万円
男子小学生が夜間、帰宅途中に自転車で走行中
に歩行中の女性と正面衝突。
女性は意識が戻らない状態となった。
（2013年 7月4日、神戸地裁判決）

9,266万円
男子生徒が昼間、自転車横断帯のかなり手前の
歩道から車道を斜めに横断し、対向車線を自転
車で直進してきた男性会社員と衝突。男性会社
員に重大な障害が残った。
（2008年 6月5日、東京地裁判決）

4,043万円
男子生徒が朝、赤信号で交差点の横断歩道を走
行中、男性が運転するオートバイと衝突。男性
は頭蓋内損傷で13日後に死亡した。
（2005年 9月14日、東京地裁判決）

出典：一般社団法人　日本損害保険協会ＨＰより

賠償額 事故の概要

この一年間、たくさんの方々にご尽力をいただき、無事に市 P連だよりを発行できたことを嬉しく思います。
皆様のご協力に感謝するとともに、これからも甲府市 P 連の会員にとって有益な広報誌が発行されることを願い、編
集後記とさせていただきます。  ありがとうございました。

情報活動部 部　長 （南西中） （湯田小）駒　井　敬　子 副部長 芦　澤　洋　子 （東　中）副部長 内　藤　恵　子
副部長 （北西中） （笛南中）大　川　真由美 副部長 広　瀬　ありさ

㈱文教　文教インシュアランス ☎ 0120-740-859

□市Ｐ連  会長予定者オリエンテ－ション
　３月 24日（木）午後７時３０分より　甲府市総合市民会館・３階　大会議室

□市Ｐ連  母親委員会及び２専門部運営委員校会議
　５月 7日（土）午後 1時 30 分より　山梨県男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）

□市Ｐ連  新旧理事会
　５月 7日（土）午後３時より　山梨県男女共同参画推進センター　（ぴゅあ総合）

□市Ｐ連  定期総会
　５月 14日（土）午後２時より　山梨県男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）

□県Ｐ協　地域指導者講演会・単Ｐ会長予定者研修会
　３月 12日（土）　午前 9時受付　午前 9時 30 分より　かいてらす

□県Ｐ協　広報紙づくり講習会
　５月 14日（土）　午前 9時 45 分受付　午前 10時より　甲府市南部市民センター

□県Ｐ協  定期総会
　６月 4日（土）　午後１時より　桃源文化会館（南アルプス市）

今後の予定

市Ｐ連関係 県Ｐ協関係


